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［目的］妊娠中毒症の 病因に つ い て は ， 未だ明

らかで はない ．我 々 は ，本症が ヒ トの み に発症

し ，他の 四足歩行哺乳動物に は みない と い う比

較動物学的事実よ り ， 妊婦の 腹臥位臥床 に よ る

妊娠中毒症の 再発予防法を開発 し ，良好な 成績

を得た こ とを報告 して い る
E ） ．また ，妊娠中毒

症高血圧例に 対して の 検討か ら，軽症例で は腹

臥 位臥床 に よ り有意に 血圧が低下す る もの の ，

重 症例で は血圧に変化が 認め られ な か っ た こ と

を報告 して い る
1） ．こ の こ とよ り，妊娠 中毒症

の 重症化の 過程 にお い て ，何 らか の 病変 の 固定

化 が 生 じ る もの と考 え ，腹臥位 を含む母体体位

変換時に お ける ， 母体血漿 レ ニ ン活性 （以下 P

RA ）を検討 し ，興味深 い 結果 を得た の で 報告

する ．

［対象 と方法 ］妊娠 24週 以降の 正常妊婦 ll例 （

正常群 ）と妊娠 中毒症高 血圧妊婦 6 例 （高 血圧

群 〉を対象 としtt　，あ らか じめ前腕静脈に 23　G

針 を留置 した後 ，こ れ に ヘ パ リ ン
・

ロ ッ ク を行

っ て採血回路 としtc　．まず ， 穴開き マ ッ トレ ス

（妊娠中毒症管理用 マ ッ トレ ス
2 ）

）の 穴 を充填

し，被検者に 仰臥位 に て 30分間の 安静臥床を行

わ せた 後採血 した ．さ らに ，左側臥位で も同様

に 安静臥床させ た後採血を行 っ た ．次に ，マ ッ

トレ ス の 穴を解放 し，その穴 に 母体の 腹部を一

致させて腹臥位 に て安静臥床を 30分間行わせ た

後に採 血を行 っ た ．得 られ た検体は ．直 ちに 冷

却遠沈 し血漿 を凍結保存の 上 ，
RIA 固相法に

より PRA の測定 を行 っ た ．なお ，本法に よ る

非妊娠時の PRA 基準値は 0．3〜2，9  ／ml／時

で あ る ．

　統計学的な検討に は ．Wilcoxon検定を用 い ，

危険率 5 ％未満を有意と した ．

［成績 ］まず ， 全 17例に つ い て ， 仰臥位安静時

の PRA を基準 として 検討す る と ，腹臥位安静

時 PRA は平均 73．5％ と左側 臥位安静 時の 平均

96．6％に比べ て大 き く低下 して い た ．また ，正

常群 ・高血圧群の 個 々 の 検討 の い ずれに おい て

も，仰臥位 ・左側臥位 ・腹 臥位の 順 に PRA 値

は低下 した （図 1 ，2 ），症例数が 少な い こ と

もあ り，正常群で は ， 仰臥位 と腹臥位と の 間に

の み有意差を認め た が ，高血圧群で は ，左側臥

位 と腹臥位 との 間に も有意差が み られた ，

［考察 ］我 々 は ，比較動物学的な見地 よ り，妊

娠 中毒症 の 根本的病因 をヒ トの 二 足歩行に 求 め

た ．即 ち ，二 足立位を とる限 り，肥大した 妊娠

子 宮の 重量 の
一

部は脊柱に よ っ て 支持され ざ る

を得ず ，大血管群の 圧迫は 不可避 とな る こ とが

妊 娠中毒症 の 発症 に密接に 関与す る と推察 され
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母 体腹 臥位時 に おけ る 血 漿 レ ニ ソ 括性の 変化

母体体位変換時の PRA 値 　 （正常群 ）

　 　 　 　 　 「
■一■一一　PくO．OI　−一一一一一一l

　 　 　 　 r 　　n．s．　 、

図 1　　
Supine

　
lt’しat

　
P「° ne

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wile◎xon 検 定

母体体位変換時 の PRA 値　 （高血 圧群 ）

　 　 　 　 　 　 厂
一一

P（O．05 −一一
「

図 2
Suplne　　　　It一しat 　　　Prone

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Vilcoxon挨定

る
1〕 ．事実 ，穴 開 きマ ッ トレ ス に よる妊娠中毒

症の 再発予防効果や ．軽症妊娠中毒症例 に おけ

る血圧下降は ，大血管圧迫解除に よ る もの と考

え られ る ．

　
一

方 ，今 回検討 した結果 か らは ，腹臥位臥床

は母体 PRA 値 を効果的 に 低下 させ る こ とが分

か っ た ．そ の 原因 と して は ，妊娠子宮に よ る腎

動脈圧迫 の 解除に よ り腎血流量が 増大す る ため

と考 え られ るが ，左側 臥位 よ りも腹臥位 の 方が

PRA 値が 低下 した と い う事 実か らも ，左側臥

位に よ る大血管圧迫解 除下降 は不 十分 で あ ると

妊 中 誌 第 3巻

考え られた ，事実 ，臍帯動脈の resistance 　 in−−

dex の検討 で も同様の 結果 が得 られ て お り
1）

，

腹臥位 臥床 の有効性が 示唆 され る ．

　また ．母体体位変換に よ りPRA が 変化す る

こ とは ，妊娠子宮に よ る大血管圧迫が ，

一時的

な循環動態の変化を招くだ け で は な く ，
PRA

に代表 され るよ うな内分泌学的変化を介 して ，

病変の 固定化に関与 して い る可能性が推察 され

た ．

［結論 ］腹臥位臥床 に よ り，左側臥位 に比 べ て

よ リ大き な PRA の下 降が 得 られ た ．こ の こ と

か ら，腹臥位が 効果的 に 母体循環を改善す る こ

とが 明 らかとな っ た ．さ らに ， 母体大血管 圧迫

に よ る循環障害が ．レ ニ ン な ど内分泌学的 な変

化 を介 して妊娠中毒症病変の 固定化に関与 して

い る可 能性が 示唆 され た ．
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